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日之出紙器工業 株式会社 
鹿児島県日置市伊集院町麦生田 2158

1952年設  立 8,120万円資 本 金 434名従 業 員 数
日之出紙器工業

企業HP

事 業 内 容 日之出紙器工業は、段ボールや化粧箱を中心にデザインや企
画を行い、地域のお客さまに「喜んでいただけるパッケージ」
の提供を行っている総合包装企業です。

福利厚生が充実しており、
社内交流が盛んな会社!

●学生サポーター的魅力ポイント●

日之出紙器工業は、仕事の on/off の切り替えを大切にしており、休みが取りやすくノー残業デーもあるため、ワークラ
イフバランスの充実が図れます。入社 3 ヶ月後から有給を年に 12 日取得でき、趣味に費やしたり、旅行に行ったりする
人が多いということです。育休も取りやすい環境です。また、毎年スポーツ交流会が行われており、社内交流が盛んなこ
とが魅力です。九州各地の社員、総勢 200人が集まり、「宅配段ボールリレー」や「段ボールキャタピラ競争」など、パッケー 
ジ会社らしいオリジナル競技を含めた 6 競技が行われました。社員同士が交流を深めることで、仕事の効率化にもつながっ
ています。

働きやすい会社
　日之出紙器工業を一言で表すと、働きやすく「自由」な会
社だと話していました。岩城さんは休日に吹奏楽でトラン
ペットを演奏しているそうです。コンクール等に向けて日々
練習しています。残業が少なく、有給も取りやすいため趣味
との両立がしやすいということです。育休も取りやすい環境
で、ワークライフバランスが整った会社だという印象を受け
ました。

　岩城さんがやりがいを感じるのは「今取り組んでいる仕事
をきっかけに新たな仕事につながった時」だと話します。ジャ
ムの箱の制作依頼を受け、デザインを複数提案したところ、
それらを顧客が気に入り「他の商品の箱として使いたい」と
別の仕事につながったということです。また自分がデザイン
したパッケージが実際に店頭に並んでいるところを見ること
も喜びに感じる瞬間だと話します。 素材にどのように色がの
るかを頭の中で想像しながらデザインするのは大変ですが、
形になったものを手に取った時にやりがいを感じると話して
いました。

期待以上の提案でお客様に
貢献できるやりがい

入社2年目

岩城 莉奈さん

仕事内容
　入社 2 年目の岩城さんはデザイン室に所属しており、パッ
ケージの企画・立案・デザインを行っています。大学では教
育学部でデザインの勉強をしていたということです。画面上
にあるデザインを実際に形にできるところに興味を持ち、材
質やパッケージを見ることも好きだったため入社されたそう
です。



日 之 出 紙 器 工 業 を 取 材 し 、 段 ボ ー ル 製 品 の 製 造
プ ロ セ ス や 環 境 に 配 慮 し た 取 り 組 み に つ い て 学
び ま し た 。 特 に 、 職 場 で の チ ー ム ワ ー ク の 良 さ
が 印 象 的 で 、 社 員 同 士 が 協 力 し 合 い な が ら 一 つ
の 製 品 を 作 り 上 げ て い る 姿 に 感 銘 を 受 け ま し た 。
製 品 を 通 じ て 日 常 生 活 を 支 え る 企 業 の 大 切 さ を
改 め て 感 じ ま し た 。

寶満 紀一さん安藤 莉央さん

福 利 厚 生 が 充 実 し て お り 、 趣 味 と の 両 立 の し や
す さ に 驚 き ま し た 。 有 給 も 取 り や す く 、 ワ ー ク
ラ イ フ バ ラ ン ス が と て も 良 い の だ ろ う な と 感 じ
ま し た 。 ま た 、 ほ か の 拠 点 の 社 員 と の 交 流 を す
る 場 も あ り 円 滑 な チ ー ム ワ ー ク の た め に 会 社 側
が サ ポ ー ト を し て い る の だ と 思 い ま し た 。

 山川 由羽さん

段 ボ ー ル や 紙 製 品 の 存 在 の 重 要 性 に 改 め て 気 づ
く こ と が で き ま し た 。 日 常 生 活 で 当 た り 前 に 目
に う つ る 商 品 に は た く さ ん の 人 の 熱 意 が 込 め ら
れ て い る と 意 識 す る よ う に な り ま し た 。 社 内 イ
ベ ン ト が 充 実 し て お り 、社 員 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン か ら 感 じ ら れ る 暖 か さ が 印 象 的 で し た 。

長尾 維織さん

紙 製 品 が デ ザ イ ン さ れ て 形 に な る ま で の 工 程 を
見 学 さ せ て い た だ き ま し た 。 見 学 中 、社 員 の 方 々
が わ か ら な い こ と を 先 輩 に 気 軽 に 質 問 し な が ら
作 業 を 進 め て い る 様 子 が 印 象 的 で 、 非 常 に 働 き
や す い 職 場 環 境 だ と 感 じ ま し た 。

取 材 後 の 感 想

今は全く興味のない分野や業種なども含めて、様々な会社と

出会ってほしいです。当社は企画から生産まで行うため、どの

ような人でも短所を長所にかえて活躍できる場があります。

「チーム日之出」のモノづくりに興味を持っていただけると嬉

しいです！

日之出紙器工業　採用担当者 今西さんからのコメント

採 用 担 当 か ら 学 生 へ の コ メ ン ト

入社3年目

吉川 功記さん

仕事と趣味の両立ができる会社
　吉川さんは大学時代、ビリヤードサークルに入っており、
その魅力を広めたいと、今では会社の先輩などを誘って休日
にビリヤードを楽しんでいるといいます。

鹿児島で働く意義とは
　吉川さんは、地元に貢献する事ができ、地元の魅力を知る
ことができるのが鹿児島で働く意義だと話していました。ダ
ンボールを作っている会社のため、鹿児島の特産品などにつ
いて知る機会が多いといいます。先日、顧客からの依頼がきっ
かけでパッションフルーツを県内で生産していることを初め
て知ったそうです。仕事をきっかけに鹿児島の魅力を一つず
つ知っていくことが働く魅力だと感じているそうです。

仕事内容
　 総務部に所属している吉川さんは、勤怠管理や社会保険
の手続きなどの労務の仕事や、経理の仕事など幅広い分野に
携わっています。コロナ禍に就職活動を行った吉川さんは、
不景気などにあまり影響を受にくいところに魅力を感じ、こ
の会社に入社されたそうです。

※掲載している情報は2025年1月時点のものです。


